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【ＦＩ】
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   Ａ６１Ｋ  39/145   　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/39    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月1日(2011.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のインフルエンザウイルスペプチドエピトープの多重コピーを含む、合成または組
換えインフルエンザマルチエピトープポリペプチドであって、前記ポリペプチドは、
　ｉ．Ｂ（Ｘ１ＺＸ２Ｚ．．．Ｘｍ）ｎＢ；および
　ｉｉ．Ｂ（Ｘ１）ｎＺ（Ｘ２）ｎＺ．．．（Ｘｍ）ｎＢからなる群より選択され、ここ
で、Ｂは１～４アミノ酸残基の任意の配列であり；ｎは各出現ごとに独立に２～５０の整
数であり；ｍは３～５０の整数であり；Ｘ１、Ｘ２．．．Ｘｍの各々は４～２４アミノ酸
残基からなるインフルエンザペプチドエピトープであり；Ｚは各出現ごとに１～４アミノ
酸残基の結合またはスペーサーであり；かつ前記ポリペプチド中のアミノ酸残基の最大数
は約１０００である、ポリペプチド。
【請求項２】
　ｎは各出現ごとに独立に２～５０の整数であり；ｍは３～１５の整数であり；Ｘ１～Ｘ

ｍの各々は４～２４アミノ酸残基からなるＢ細胞型エピトープ、Ｔ－ヘルパー（Ｔｈ）型
エピトープ、および細胞毒性リンパ球（ＣＴＬ）型エピトープからなる群より選択される
インフルエンザペプチドエピトープであり；かつ前記ポリペプチド中のアミノ酸残基の最
大数は約６００である、請求項１記載のポリペプチド。
【請求項３】
　前記インフルエンザペプチドエピトープが、ヘマグルチニン（ＨＡ）ペプチド、Ｍ１ペ
プチド、Ｍ２ペプチド、および核タンパク質（ＮＰ）ペプチドからなる群より選択される
、請求項２記載のポリペプチド。
【請求項４】
　ｍは４～９の整数であり、かつｎは各出現ごとに独立に３～６の整数であり；またはｍ
は９であり、かつｎは３～５の整数である、請求項３記載のポリペプチド。
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【請求項５】
　前記インフルエンザペプチドエピトープが、配列番号１～配列番号８２からなる群より
選択され；または前記インフルエンザペプチドエピトープが、ＨＡ　３５４－３７２（Ｅ
１、配列番号８２）、ＨＡ　９１－１０８（Ｅ２、配列番号４８）、Ｍｌ　２－１２（Ｅ
３、配列番号２５）、ＨＡ　１５０－１５９（Ｅ４、配列番号５２）、ＨＡ　１４３－１
４９（Ｅ５、配列番号５１）、ＮＰ　２０６－２２９（Ｅ６、配列番号６４）、ＨＡ　３
０７－３１９（Ｅ７、配列番号５９）、ＮＰ　３３５－３５０（Ｅ８、配列番号６９）、
およびＮＰ　３８０－３９３（Ｅ９、配列番号７０）からなる群より選択される、請求項
３記載のポリペプチド。
【請求項６】
　前記インフルエンザペプチドエピトープが、ＨＡ　３５４－３７２（Ｅ１、配列番号８
２）、ＨＡ　９１－１０８（Ｅ２、配列番号４８）、Ｍ１　２－１２（Ｅ３、配列番号２
５）、ＨＡ　１５０－１５９（Ｅ４、配列番号５２）、ＨＡ　１４３－１４９（Ｅ５、配
列番号５１）、ＮＰ　２０６－２２９（Ｅ６、配列番号６４）、ＨＡ　３０７－３１９（
Ｅ７、配列番号５９）、ＮＰ　３３５－３５０（Ｅ８、配列番号６９）、およびＮＰ　３
８０－３９３（Ｅ９、配列番号７０）からなる、請求項５記載のポリペプチド。
【請求項７】
　ｉ．以下の交互連続重合構造［Ｅ１Ｅ２Ｅ３Ｅ４Ｅ５Ｅ６Ｅ７Ｅ８Ｅ９］ｎで配置され
る異なる９つのインフルエンザウイルスペプチドエピトープであって、ここで、ｎは３ま
たは５である、インフルエンザウイルスペプチドエピトープ、
　ｉｉ．以下のブロック共重合体構造［Ｅ１Ｅ１Ｅ１－Ｅ２Ｅ２Ｅ２－Ｅ３Ｅ３Ｅ３－Ｅ
４Ｅ４Ｅ４－Ｅ５Ｅ５Ｅ５－Ｅ６Ｅ６Ｅ６－Ｅ７Ｅ７Ｅ７－Ｅ８Ｅ８Ｅ８－Ｅ９Ｅ９Ｅ９
］で配置される異なる９つのインフルエンザウイルスペプチドエピトープの３つのリピー
ト、
　ｉｉｉ．以下の交互連続重合構造［Ｅ１Ｅ２Ｅ３Ｅ４Ｅ５］６で配置される異なる５つ
のＢ細胞型インフルエンザウイルスペプチドエピトープの６つのリピート、
　ｉｖ．以下の交互連続重合構造［Ｅ７Ｅ８Ｅ９Ｅ６］６で配置される異なる４つのＴ細
胞型インフルエンザウイルスペプチドエピトープの６つのリピート、
　ｖ．以下の交互連続重合構造［Ｅ７Ｅ８Ｅ９Ｅ６］４で配置される異なる４つのＴ細胞
型インフルエンザウイルスペプチドエピトープの４つのリピート、
　ｖｉ．以下のブロック共重合体構造［Ｅ２Ｅ２Ｅ２Ｅ２Ｅ２Ｅ２－Ｅ１Ｅ１Ｅ１Ｅ１Ｅ
１Ｅ１－Ｅ３Ｅ３Ｅ３Ｅ３Ｅ３Ｅ３－Ｅ４Ｅ４Ｅ４Ｅ４Ｅ４Ｅ４－Ｅ５Ｅ５Ｅ５Ｅ５Ｅ５
Ｅ５－Ｅ６Ｅ６ＥＥ６Ｅ６Ｅ６６－Ｅ７Ｅ７Ｅ７Ｅ７Ｅ７Ｅ７－Ｅ８Ｅ８Ｅ８Ｅ８Ｅ８Ｅ
８－Ｅ９Ｅ９Ｅ９Ｅ９Ｅ９Ｅ９］で配置される異なる９つのインフルエンザウイルスペプ
チドエピトープの６つのリピート
からなる群より選択される配列を含み、
ここで、Ｅ１はＨＡ　３５４－３７２（配列番号８２）、Ｅ２はＨＡ　９１－１０８（配
列番号４８）、Ｅ３はＭ１　２－１２（配列番号２５）、Ｅ４はＨＡ　１５０－１５９（
配列番号５２）、Ｅ５はＨＡ　１４３－１４９（配列番号５１）、Ｅ６はＮＰ　２０６－
２２９（配列番号６４）、Ｅ７はＨＡ　３０７－３１９（配列番号５９）、Ｅ８はＮＰ　
３３５－３５０（配列番号６９）、かつＥ９はＮＰ　３８０－３９３（配列番号７０）で
ある、請求項５記載のポリペプチド。
【請求項８】
　配列番号８４、配列番号８６および配列番号８８からなる群より選択される配列に記載
される、請求項７記載のポリペプチド。
【請求項９】
　担体配列を更に含む、請求項１記載のポリペプチド。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれかに記載のインフルエンザマルチエピトープポリペプチドをコー
ド化する、単離されたポリヌクレオチド。
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【請求項１１】
　配列番号８４、配列番号８６、および配列番号８８からなる群より選択されるポリペプ
チド配列をコード化する、または配列番号８３、配列番号８５、および配列番号８７から
なる群より選択される配列を含む、請求項１０記載の単離されたポリヌクレオチド。
【請求項１２】
　請求項１記載の少なくとも１つのポリペプチドを含む、インフルエンザに対して被検者
を免疫化させるためのワクチン。
【請求項１３】
　さらにアジュバントを含む、請求項１２記載のワクチン。
【請求項１４】
　免疫応答を誘導し、インフルエンザに対する防御を付与する、請求項１２または１３に
記載のワクチンの使用。
【請求項１５】
　インフルエンザに対する免疫化用のワクチン組成物の調製のための、請求項１～９のい
ずれかに記載のポリペプチドの使用。
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